
市税
52.1億円

（＋0.7億円） 
26.0%

地方交付税
54.6億円

（－0.5億円） 
27.3%

国・道支出金
45.6億円

（＋0.3億円）
　22.8%

総額
200.3億円
（　）は対前年度

増減額

（－9.8億円）

市債　
14.4億円

（－7.4億円） 
7.2%

その他
33.6億円

（－2.9億円） 
16.7%

公債費
26.3億円

（－0.3億円） 
13.1%

民生費　
78.7億円

（＋5.8億円） 
39.3%

衛生費
14.8億円

  （＋0.2億円）
7.4%

土木費
19.9億円

　（＋0.6億円） 
10.0%

教育費
8.6億円

（－14.5億円） 
4.3%

その他
16.1億円

（＋0.4億円）
8.0%給与費

35.9億円
（－2.0億円）
17.9% 総額

200.3億円
（－9.8億円）
（　）は対前年度

増減額

歳入

歳出

（収入）

（支出）

　国や道から交付される『地方交付税』と『国・道支出金』が収入の約半分を占
めています。

　医療や福祉に使う『民生費』が支出の約40㌫を占めています。
　また、借金を返済するための『公債費』は前年度とほぼ横ばいで約13㌫となっ
ています。

　市税は、市民の皆さんからいただく安定的な収入
です。財政運営上は、収入全体の中で、自主財源で
ある市税の割合が高いことが望ましいとされていま
すが、登別市の市税の割合は他の自治体に比べて低
く、26㌫となっています。
　平成29年度は、市債（主に建設事業を行う際に金
融機関などから借り入れる市の借金）が減少する見
込みとなったほか、基金（貯金）からの繰入金が減
少したことなどにより、その他の収入が減少しまし
た。

　教育費は、鷲別小学校校舎建替工事を終えたこと
により、前年度に比べ大きく減少しています。
　一方、民生費は、生活保護費や福祉関係の給付費
が増加したほか、鷲別児童館建設の本体工事を行う
ことなどにより増加しています。

◦市税：市民税や固定資産税などのお金　　
◦地方交付税：�人口や市税収入などに応じて国

から交付されるお金
◦国・道支出金：�特定の事業に対し国や道から

交付されるお金
◦市債：市の借金
◦その他の収入：�公共施設の使用料やサービス

の手数料、基金を取り崩した
お金など

◦民生費：医療や福祉などに使うお金
◦衛生費：�市民の健康増進やごみ処理などに使

うお金
◦土木費：�道路や公園、市営住宅などの建設や

維持管理に使うお金
◦教育費：�学校の運営や校舎の建設などに使う

お金
◦公債費：借金を返済するためのお金
◦給与費：�職員に給料や退職金を支払うための

お金
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